
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

ケアプランセンター稲毛は、介護保険事業に位置付けられている「居宅サービス計画書」 

（以降「ケアプラン」）の作成を中心業務とする事業所です。 

 
「たとえ要介護状態になっても、最期まで自分の

家で過ごしたい（過ごしてほしい）。」そう考える

高齢者や家族が少しずつ増えています。ケアプラ

ンセンター稲毛は、目指したいくらしを実現する

ためにはどうしたら良いか、本人や家族と話し合

い、一緒に道筋をつくること（ケアプラン作成）

のお手伝いをしています。 

利用できるサービスは、本人の状況によって異

なります。そのため、専門家として、その方に適

したサービスをご提案、時には要介護認定等の申

請代行も行ないます。 

ケアプランセンター稲毛の特長は、①本人や家

族の希望を伺いつつ、本人のチカラを維持し、最

大限に活かすための方策を、専門性を活かして提

案すること、②より高い専門性が必要なケースに

も対応できること、③長年の経験に加え、同じ建

物内に診療所や訪問看護事業所があるため、より

医療ニーズの高い支援を必要とするケースにも

対応できること、そしてなんといっても、④本人

や家族はもちろん、関係するサービス事業者との

連携を大切にしていることです。 

介護に関して悩んでいる方、ご相談下さい！ 

目指すくらしのイ

メージについて本

人・家族と話し合

い、明確にする 

目指すくらしの実

現を妨げる困難を

浮き彫りにする 

困難を解決するた

めに何が（サービス

等）必要か、一緒に

考える 

目指すくらしを一

緒に実現するサー

ビス提供事業者等

を選定、契約する 

サービスを利用し

てみての課題を関

係者で話し合い、

解決策を講じる 

本人や家族等の状

況が変化したら、

一緒に話し合いを

もつ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コープ園生や稲毛パークハウス前を流れる桜並木で有名な「草野水路」。 

その昔、千葉市立千葉高等学校が開校した昭和 34年当時は、ザリガニ

や魚が取れるきれいな水路で学校帰りの高校生が遊ぶなど、のどかな田

園風景が広がっていたそうです。 

一時は生活用水路となり川の水も汚れたそうですが、住民の方たちが川

の掃除をしたりして今では魚が見られる場所もあるそうです。 

インターネットによると、この草野水路は園生町を起点に柏台から小仲

台、稲毛ヨットハーバーを通って東京湾に流れています。 

桜の花は終わりましたが、これからは新緑の季節。稲毛区内では河川敷のほとんどが遊歩道として整備さ

れています。川沿いのおさんぽをふらっと楽しんでみませんか？ 

 

 

 

 

 

＜編集後記＞ 

前回（第 39 号）より編集委員会に
携わらせていただくことになりました。
ただ朝出勤して夕方まで外回り。とい
う毎日ですので、地域の情報に疎くど
こまでお役に立てるやら・・ 
今年度の方針である「読み手に待た
れる広報紙」の実現に向け、精一杯
紙面を作りあげていきます！（き） 

 


